
クール便についての当店の考え方

翌日、翌々日、到着のエリアは、通常盛夏を除くと、冷蔵クール便は必要ないと当店は考えております。
対応としては氷を多く使い、発泡スチロール内で鮪を氷で包みこむ様に管理する方向で発送致します。
生鮪は氷の中で氷温管理するのが、最も理想的です。
輸送中ご心配な方はクール便をお選び下さい。
詳しくはご注文の際お問い合わせ下さい。


